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北東上空からみた下平大野Ｂ遺跡（白線内が今回の調査範囲）　

はじめに

　三重県埋蔵文化財センターは、東海環状自動車道建設事業に伴い、令和元年度から、いなべ市

北勢町下平にある下平大野Ｂ遺跡の発掘調査を行っています。今回の第２次調査では、弥生時代

中期（約 2,300 年前）の遺構・遺物がみつかりました。

弥生時代中期の集落跡を発見！

《下平大野Ｂ遺跡》

今回の調査でみつかった遺物（一部）

　まとめ　　下平大野Ｂ遺跡の今回の調査では、弥生時代中期（約 2,300 年前）の

竪穴建物（６棟）や掘立柱建物（４棟）などがみつかりました。

　下平大野Ｂ遺跡では、これまでも石器や土器の破片がみつかっていましたが、どの

ような時期の遺跡であるかは、あまりはっきりしていませんでした。今回の調査によ

って、弥生時代中期の集落跡であることが明確になりました。

　建物は調査区内のやや標高の高い中央部から北西部にかけて建てられており、さら

に調査区外にひろがっています。今後、予定されている遺跡北部の調査が進むことで

この集落の範囲がより特定されていくと考えられます。

　遺物は甕や壺などのほか遠隔地の石材などもあり、当時のひとびとのくらしや交流

範囲などを知るうえでどれも貴重なものといえます。
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弥生土器　甕（かめ）の破片 石器類

　竪穴建物などからは弥生時代中期の土器や石器が出土しました。

　土器は小さな破片が多く、完全な形になるものはひとつもありませんでし

たが、甕や壺（つぼ）などがありました。甕の破片にはススの付着したもの

があり、日常的に煮炊きなどに使用されていたことが分かります。

　石器は地元で入手できるチャート製のものが多く、少数ですが、岐阜県産

の下呂石や奈良県産のサヌカイトも使用されており、当時の交流の様子がう

かがえます。

石錐
（チャート）

剥片（サヌカイト）剥片（下呂石）

いずれも口縁部（くちの部分）です
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　下平大野Ｂ遺跡は、田切川の西にある「京ヶ野台
地」とよばれる河岸段丘上にあります。平成 18 年
度に、畑の中に石器などがたくさん落ちていること
が分かり、新しく遺跡として知られるようになりま
した。
　下平大野Ｂ遺跡の周辺では、ほかに、四辻遺跡・
下平大野Ａ遺跡などの遺跡が確認されています。
　四辻遺跡では、これまでに行われた発掘調査で縄
文時代早期の竪穴建物や中世墓などがみつかってい
ます。
　下平大野 A遺跡でも石器などが採集されています。

　今年度は、遺跡の中央部に調査区を設定し、
1,800 ㎡の調査を行いました。
　弥生時代中期（約 2,300 年前）の竪穴建物６棟、
掘立柱建物４棟、土坑２基、焼土（炉跡）が８箇
所（竪穴建物内で６箇所、単独で２箇所）みつか
りました。
　竪穴建物１･２･５･６の近くには、掘立柱建物が
あり、竪穴建物（住居）と掘立柱建物（倉庫）が
セット関係である可能性も考えられます。
　竪穴建物５・６は、ほぼ同じ位置で方向を変え
て建替えられていました。
　いずれの遺構も後世の耕作等で削られており、
残存状態はあまりよくありません。単独でみつか
っている焼土１･２も形状等が他の竪穴建物の炉跡
に似ていることから、浅い竪穴建物に伴う炉跡で
あった可能性が考えられます。
　以上のことから、竪穴建物は建替えを含めて最
大で８棟建てられた可能性があります。

下平大野Ｂ遺跡周辺の主な遺跡
※国土地理院（1:25,000)「駒野」「阿下喜」に加筆作成

竪穴建物３と土坑１（東から）
　竪穴建物３は調査区の外に広がっ
ており、一辺が４ｍ以上あります。
　土坑１（直径約1.8ｍ）は竪穴建物３
が使われなくなったあとに掘られてい
ます。土器の破片や焼け残った木炭な
どが出土しました。

掘立柱建物２（東から）
　独立して棟を支える柱のある、独立
棟持柱建物（どくりつ
むなもちばしらたて
もの）の可能性が考
えられます。

竪穴建物５（青線）・６（白線）（東から）

　竪穴建物５
のあとに竪穴
建物６が建て
られていまし
た。２棟とも
一辺が４ｍ
程度の規模が
あります。

独立棟持柱建物の例（想像図）
三重県埋蔵文化財センター作成

約1.9ｍ×約2.3ｍ

炉跡

竪穴建物１

（約 3.0ｍ×約 3.5ｍ）

掘立柱建物１

（約 1.4ｍ×約 2.3ｍ）

竪穴建物１と掘立柱建物１（北西から）　焼土２（南西から）　約70×約50㎝　
竪穴建物と掘立柱建物の例（想像図）
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竪穴建物３の炉跡（東から）
　直径約70㎝の円形でややくぼんで
おり、地面が赤く焼けています。細長い
石が炉の縁に置かれていました。
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